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寅

は
じ
め
に

　
『
正
法
眼
蔵
』「
身
心
学
道
」
の
巻
は
、
そ
の
奥
書
に
、

　
　

爾
時
仁
治
三
年
壬
寅
重
陽
日
在
于
法
林
寺
示
衆
仁
治
癸
卯
春
初

二
日
書
写　

懐
弉

と
あ
る
。
一
二
四
二
年
九
月
九
日
、
道
元
禅
師
（
以
下
、
禅
師
）
四

十
三
歳
の
時
、
法
林
寺
に
お
い
て
示
衆
し
、
そ
れ
を
懐
弉
が
一
二
四

三
年
二
月
二
日
書
写
し
て
い
る
。
禅
師
が
「
身
心
学
道
」
を
示
衆
し

た
仁
治
三
年
の
三
月
に
は
『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
箴
」
が
興
聖
寺
に

お
い
て
記
さ
れ
、
四
月
に
は
「
行
持
」
の
巻
を
書
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
坐
禅
箴
」
で
は
、
薬
山
惟
儼
（
七
四
五

－

八

二
八
）
の
「
思
量
箇
不
思
量
低
」
と
い
う
有
名
な
語
句
を
挙
げ
、

「
不
思
量
低
を
思
量
す
る
に
は
、
か
な
ら
ず
非
思
量
を
も
ち
ゐ
る

な
）
�
（
り
」
と
し
、「
学
道
の
さ
だ
ま
れ
る
参
究
に
は
、
坐
禅
弁
道
す
る

な
）
�
（
り
」
と
あ
る
。「
非
思
量
」
は
「
坐
禅
弁
道
す
る
」
こ
と
で
あ
る

と
い
う
。
続
い
て
、
南
岳
懐
譲
（
六
七
七

－

七
四
四
）
と
馬
祖
道
一

（
七
〇
九

－

七
八
八
）
に
お
け
る
「
坐
禅
図
箇
什
麼
」
の
問
答
を
提

示
し
て
、「
し
る
べ
し
、
大
寂
（
馬
祖
道
一
）
の
道
は
、
坐
禅
か
な

ら
ず
図
作
仏
な
り
、
坐
禅
か
な
ら
ず
作
仏
の
図
な
）
�
（

り
」
と
い
い
、

「
打
坐
時
に
あ
り
、
打
坐
人
に
あ
り
、
打
坐
仏
に
あ
り
、
学
坐
仏
に

あ
）
�
（
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
薬
山
の
坐
禅
弁
道
に
お
け
る
「
非
思
量
」

は
、
南
岳
と
馬
祖
の
問
答
に
お
い
て
は
具
体
的
に
、「
打
坐
時
」
に

「
打
坐
人
＝
打
坐
仏
」
と
い
う
坐
禅
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
生
仏
一
如

の
「
坐
仏
」
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
正
法
眼
蔵
』
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「
坐
禅
箴
」
の
最
後
に
禅
師
は
、
古
来
よ
り
近
代
に
至
る
ま
で
坐
禅

儀
、
坐
禅
銘
、
坐
禅
箴
を
撰
せ
る
老
宿
は
あ
る
が
、
共
に
取
る
べ
き

と
こ
ろ
な
く
、
あ
わ
れ
む
べ
し
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
黙
照

の
宗
風
を
挙
揚
し
た
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一

－

一
一
五
七
）
の
「
坐

禅
箴
」
の
み
が
、「
ひ
と
り
法
界
の
表
裏
に
光
明
な
り
、
古
今
の
仏

祖
に
仏
祖
な
）
�
（
り
」
と
し
て
、
禅
師
み
ず
か
ら
そ
れ
に
な
ら
っ
て
「
坐

禅
箴
」
を
撰
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
禅
師
は
、
こ
の
『
正
法
眼

蔵
』「
坐
禅
箴
」
に
お
い
て
、
坐
禅
が
仏
祖
の
坐
禅
と
し
て
、
本
来

あ
る
べ
き
本
質
的
な
在
り
方
、
仏
祖
の
世
界
と
も
言
う
べ
き
所
を
述

べ
て
い
）
�
（
る
。
ま
た
、
こ
の
年
の
四
月
に
は
「
行
持
」
の
巻
を
書
き
、

仏
祖
の
「
無
上
の
行
持
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
断
絶
な
き
「
行
持

道
環
」
す
る
仏
祖
と
わ
れ
ら
の
「
行
持
」
と
い
う
面
に
焦
点
を
当
て

て
説
示
す
）
�
（

る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
正
法
眼
蔵
』「
身
心
学
道
」
の
巻

は
、「
身
心
」
と
い
う
我
々
自
身
の
「
人
体
」
と
い
う
主
体
的
な
面

か
ら
「
学
道
」
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
「
身

心
学
道
」
の
巻
に
お
け
る
「
学
道
」
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

「
学
道
」
に
つ
い
て

　

禅
師
は
「
学
道
の
本
基
」
に
つ
い
て
、

　
　

修
行
仏
道
者
、
先
須
信
仏
道
。
信
仏
道
者
、
須
信
自
己
本
在
道

中
、
不
迷
惑
、
不
妄
想
、
不
顛
倒
、
無
増
減
、
無
悞
謬
也
。
生

如
是
信
、
明
如
是
道
、
依
而
行
之
。
乃
学
道
之
本
基
也
。（
仏

道
を
修
行
す
る
者
は
、
先
ず
須
く
仏
道
を
信
ず
べ
し
。
仏
道
を

信
ず
る
者
は
、
須
く
自
己
道
中
に
在
っ
て
、
迷
惑
せ
ず
、
妄
想

せ
ず
、
顛
倒
せ
ず
、
増
減
な
く
、
悞
謬
な
き
こ
と
を
信
ず
べ

し
。
か
く
の
如
き
信
を
生
じ
、
か
く
の
如
き
道
を
明
き
ら
め
、

依
り
て
こ
れ
を
行
ず
。
乃
ち
学
道
の
本
基
な
り
）
�
（

。）

と
あ
る
よ
う
に
、
学
道
の
主
体
で
あ
る
自
己
が
先
ず
仏
道
の
中
に

あ
っ
て
、
迷
惑
も
せ
ず
、
妄
想
も
せ
ず
、
顛
倒
も
な
く
、
増
減
も
な

く
、
悞
謬
も
な
い
と
い
う
こ
と
。
道
中
に
あ
っ
て
の
「
学
道
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
信
ず
る
こ
と
が
「
学
道
の
本
基
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仏
道
の
中
で
学
道
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　

仏
道
は
、
不
道
を
擬
す
る
に
不
得
な
り
、
不
学
を
擬
す
る
に
転

遠
な
り
。
南
岳
大
慧
禅
師
い
は
く
、「
修
証
は
な
き
に
あ
ら

ず
、
汚
染
す
る
こ
と
え
じ
」（「
身
心
学
道
」
一
二
七
頁
）。
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と
い
う
よ
う
に
、
不
汚
染
の
仏
道
に
お
い
て
学
道
す
る
こ
と
で
あ

る
。
仏
道
に
お
い
て
学
道
す
る
こ
と
は
、
仏
道
の
世
界
で
「
身
心
一

如
」
を
も
っ
て
す
る
学
道
で
あ
る
。
こ
の
学
道
は
、
云
う
ま
で
も
な

く
仏
道
の
世
界
に
あ
っ
て
の
「
学
道
」
で
あ
る
か
ら
、
仏
道
を
外
れ

よ
う
と
し
て
も
外
れ
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
仏
道
世
界
の
学
道
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
学
道
し
な
け
れ
ば
仏
道
世
界
と
は
疎
遠
と
な
り
、

「
身
心
学
道
」
と
し
て
の
学
道
に
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
只
、
仏
道

の
世
界
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
身
心
一
如
」
と
し
て
の
「
学

道
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
道
の
世
界
に
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
仏
道
に
お
け
る
学
道
と
は
な
ら
ず
、「
仏
道
を
学
せ

ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
外
道
・
闡
提
等
の
道
に
堕
在
す
」
と
い
う
こ
と

と
な
る
。
外
道
や
闡
提
等
の
道
に
落
ち
て
い
る
学
道
で
あ
っ
て
、
仏

道
の
世
界
に
あ
る
学
道
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
仏
も
後

仏
も
仏
祖
た
る
も
の
の
学
道
は
皆
、
仏
道
の
世
界
に
あ
っ
て
学
道
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
外
道
や
闡
提
等
の
道
に
落
ち
る
こ
と
な
く
仏
祖
の
学

道
が
行
じ
ら
れ
て
い
る
仏
道
の
世
界
は
、
ど
の
よ
う
な
世
界
で
あ
る

か
と
い
え
ば
、「
仏
道
は
な
ん
ぢ
が
仏
道
に
あ
ら
ず
、
諸
仏
祖
の
仏

道
な
り
、
仏
道
の
仏
道
な
）
�
（
り
」
と
い
い
、「
仏
道
は
た
だ
仏
仏
の
究

尽
に
し
て
仏
仏
に
あ
ら
ざ
る
時
節
あ
ら
）
�0
（
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、「
身
心
学
道
」
が
我
々
の
凡
夫
と
し
て
の
身
体
を
も
っ
て

の
学
道
で
は
な
く
、
諸
仏
の
学
道
で
あ
り
、
仏
仏
の
究
尽
す
る
学
道

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
諸
仏
の

学
道
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
心
が
け
を
、
先
ず
、
す
べ

き
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
禅
師
は
、

　
　

参
禅
学
道
は
第
一
有
道
心
、
こ
れ
学
道
の
は
じ
め
な
り
）
��
（

。

と
い
い
、『
学
道
用
心
集
』
に
も
、「
可
発
菩
提
心
事
（
菩
提
心
を
発

す
べ
き
事
）」
が
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
道
を
求
め
る
心
が
、

先
ず
求
め
ら
れ
て
お
り
、
学
道
の
は
じ
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
諸
仏
の
学
道
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

　
　

学
道
者
不
可
用
思
量
分
別
等
之
事
、
常
帯
思
量
等
以
吾
身
而
検

点
、
於
是
明
鑑
者
也
（
学
道
は
思
量
分
別
等
を
用
い
る
べ
か
ら

ず
、
常
に
思
量
等
を
帯
び
吾
が
身
を
も
っ
て
検
点
せ
ば
、
こ
こ

に
お
い
て
明
鑑
な
る
も
の
な
り
）
��
（
）。

と
、
思
量
分
別
等
を
用
い
な
い
こ
と
、
自
我
意
識
が
入
り
込
ま
な
い

こ
と
、
我
見
我
執
に
落
ち
入
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
学
道

用
心
集
』
に
「
参
禅
学
道
は
正
師
を
求
む
る
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、

行
解
相
応
す
る
正
師
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
更
に
、
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大
凡
信
自
己
在
仏
道
之
人
最
難
得
也
。
若
正
信
在
道
、
自
然
了

大
道
之
通
塞
、
知
迷
悟
之
職
由
也
（
大
凡
自
己
仏
道
に
在
り
と

信
ず
る
の
人
最
も
得
難
し
。
も
し
正
し
く
道
に
在
り
と
信
ぜ

ば
、
自
然
に
大
道
の
通
塞
を
了
じ
、
迷
悟
の
職
由
を
知
ら
ん
）
��
（
）。

と
、「
正
し
く
道
に
在
り
と
信
ず
る
」
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
諸
仏
の
学
道
」
で
あ
る
「
身
心
学
道
」
を
、
禅
師

は
仮
に
「
心
を
も
て
学
す
」
の
面
か
ら
と
、「
身
を
も
て
学
す
」
の

面
か
ら
と
に
分
け
て
説
示
し
て
い
る
の
で
、
先
ず
「
心
を
も
て
学

す
」
学
道
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
と
し
た
い
。

心 

学 

道

　

こ
の
「
身
心
学
道
」
の
「
身
心
」
に
つ
い
て
、「
弁
道
話
」
に
お

い
て
禅
師
は
、

　
　

し
る
べ
し
、
仏
法
に
は
も
と
よ
り
身
心
一
如
に
し
て
、
性
相
不

二
な
り
と
談
ず
る
、
西
天
東
地
お
な
じ
く
し
れ
る
と
こ
ろ
、
あ

へ
て
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
は
む
や
常
住
を
談
ず
る
門
に
は
万

法
み
な
常
住
な
り
、
身
と
心
と
を
わ
く
こ
と
な
し
。
寂
滅
を
談

ず
る
門
に
は
諸
法
み
な
寂
滅
な
り
。
性
と
相
と
を
わ
く
こ
と
な

し
）
��
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
仏
法
で
は
も
と
も
と
身
心
一
如
で
あ
る
こ
と
に
背

い
て
は
な
ら
な
い
。
常
住
は
常
住
で
あ
り
、
寂
滅
は
寂
滅
で
あ
っ

て
、
身
と
心
と
を
別
々
に
分
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
身
心
一
如
、
性
相
不
二
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
法
の
談
ず

る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
言
葉
や
文
字
の
上
で
は
、
身
心
と
い
う
よ
う
に
身
と
心

と
の
言
葉
が
あ
る
。
身
心
を
別
々
に
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
紙
の
表
裏
の
よ
う
に
心
の
面
と
身
の
面
と
に
分
け
て
云
う
こ
と

は
で
き
る
。
そ
こ
で
、
禅
師
も
仏
道
を
参
学
す
る
「
身
心
学
道
」

を
、
心
の
方
面
か
ら
と
身
の
方
面
か
ら
「
し
ば
ら
く
ふ
た
つ
あ
り
」

と
し
て
、「
心
を
も
て
学
し
、
身
を
も
て
学
す
な
り
」
と
説
い
て
い

る
。
即
ち
、

　
　

仏
道
を
学
習
す
る
に
、
し
ば
ら
く
ふ
た
つ
あ
り
、
い
は
ゆ
る
心

を
も
て
学
し
、
身
を
も
て
学
す
な
り
）
��
（

。

と
い
う
。
仏
道
の
学
習
と
し
て
、「
し
ば
ら
く
ふ
た
つ
あ
り
」
と
し

て
、
そ
の
一
つ
は
「
心
を
も
て
学
す
こ
と
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

「
身
を
も
て
学
す
こ
と
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
仏
道
を

学
習
す
る
」
心
と
身
と
が
、
仏
道
の
道
中
で
学
す
る
身
心
一
如
の
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「
心
学
道
」
と
「
身
学
道
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
心
と
身
と
が
相
対

的
な
も
の
で
な
く
身
心
一
如
に
徹
し
て
「
心
を
も
て
学
し
、
身
を
も

て
学
す
」
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
身
心
の
ど
ち
ら
か
に
執
わ

れ
て
学
す
と
な
れ
ば
、
不
汚
染
の
仏
道
と
は
な
ら
ず
、「
す
な
わ
ち

外
道
・
闡
提
等
の
道
に
堕
在
す
」（
一
二
七
頁
）
こ
と
に
な
り
、「
身

心
一
如
」
の
「
心
学
道
」
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
仏
道
を
学
習
す
る
」
と
い
う
「
学
習
」
は
、
単

な
る
学
習
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
世
間
一
般
に
お
い
て

「
学
習
」
と
い
う
言
葉
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
を
『
広
辞
苑
』
に

見
て
み
る
と
、「
過
去
の
経
験
の
上
に
立
っ
て
新
し
い
知
識
を
意
識

的
に
習
得
す
る
こ
と
。
技
能
・
知
識
を
意
識
的
に
習
得
す
る
こ
と
」

と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
新
し
い
技
能
・
知
識
を
意
識
的
に
「
習
い
会
得

す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
「
学
習
」
は
、
仏
道
の

中
で
の
学
習
で
あ
る
か
ら
、
既
に
、
会
得
の
上
で
の
学
習

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

そ
れ
故
、「
心
を
も
て
学
す
」
は
仏
道
の
中
で
「
身
心
学
道
」
そ
の

も
の
と
し
て
の
「
学
道
」
で
あ
り
、「
身
心
一
如
の
学
道
」
を
本
源

と
し
、「
身
心
一
如
の
学
道
」
を
背
負
い
、「
心
学
道
」
の
面
に
お
い

て
「
心
を
も
て
学
す
」
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
身
心
一
如

の
学
道
」
に
お
い
て
「
身
心
」
を
「
し
ば
ら
く
ふ
た
つ

0

0

0

0

0

0

0

」
に
わ
け

て
、
先
ず
、「
心
」
の
方
に
目
を
向
け
て
「
心
を
も
て
学
す
る
」
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
仏
道
を
学
習
す
る
」
こ
と
に

お
い
て
の
「
学
習

0

0

」
は
、
仏
道
の
本
源
そ
の
も
の
に
「
参
学
」
す
る

「
学0

」
と
、
本
源
を
「
習
得
」
す
る
「
習0

」
と
を
両
翼
と
し
た
「
心

学
道
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
身
心
一
如
の
学
道
」

の
「
学
道
」
は
、
文
字
ど
お
り
仏
道
の
本
源
そ
の
も
の
に
「
参
学
」

す
る
「
学0

」
と
し
て
の
意
味
合
い
の
み
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
「
心
学
道
」
の
方
面
で
の
「
習
得
」
に
は
、
如
何

な
る
学
び
方
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

　
　

心
を
も
て
学
す
る
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
心
を
も
て
学
す
る
な

り
。
そ
の
諸
心
と
い
ふ
は
、
質
多
心
・
汗
栗
駄
心
・
矣
栗
駄
心

等
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
八
頁
）

と
、
幾
つ
か
の
諸
心
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
内
、「
質
多
心
」
に
つ

い
て
は
、

　
　

感
応
道
交
し
て
、
菩
提
心
を
お
こ
し
て
の
ち
、
仏
祖
の
大
道
に

帰
依
し
、
発
菩
提
心
の
行
李
を
習
学
す
る
な
り
。
た
と
ひ
い
ま

だ
真
実
の
菩
提
心
お
こ
ら
ず
と
い
ふ
と
も
、
さ
き
に
菩
提
心
を

お
こ
せ
り
し
仏
祖
の
法
を
な
ら
ふ
べ
し
。（「
身
心
学
道
」
一
二

八
頁
）
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と
、「
仏
祖
の
大
道
に
帰
依
し
、
発
菩
提
心
の
行
李
を
習
学
す
る
な

り
」
と
い
う
。
し
か
し
、
た
と
い
「
真
実
の
菩
提
心
」
が
お
こ
ら
な

く
と
も
、「
仏
祖
の
法
を
」
な
ら
い
仏
道
を
習
得
し
て
い
く
こ
と

が
、
仏
道
の
世
界
に
参
学
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
質
多
心
・
汗
栗
駄
心
・
矣
栗
駄
心
と
い
っ
た
諸
心
に

つ
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』「
発
菩
提
心
」
に
、

　
　

お
ほ
よ
そ
、
心
三
種
あ
り
。
一
者
質
多
心
、
此
方
称
慮
知
心
。

二
者
汗
栗
多
心
、
此
方
称
草
木
心
。
三
者
矣
栗
多
心
、
此
方
称

積
聚
要
心
（
一
に
は
質
多
心
、
此
の
方
に
慮
知
心
と
称
す
。
二

に
は
汗
栗
多
心
、
此
の
方
に
草
木
心
と
称
す
。
三
に
は
矣
栗
多

心
、
此
の
方
に
称
積
聚
要
心
と
称
す
）。

と
あ
り
、
慮
知
心
と
称
さ
れ
る
質
多
心
に
つ
い
て
、

　
　

こ
の
な
か
に
、
菩
提
心
を
お
こ
す
こ
と
、
か
な
ら
ず
慮
知
心
を

も
ち
ゐ
る
。
…
…
こ
の
慮
知
心
を
す
な
わ
ち
菩
提
心
と
す
る
に

は
あ
ら
ず
、
こ
の
慮
知
心
を
も
て
菩
提
心
を
お
こ
す
な
り
。

と
い
い
、
仏
道
に
入
る
為
に
最
も
大
切
な
「
発
菩
提
心
」
は
、

　
　

感
応
道
交
す
る
と
こ
ろ
に
、
発
菩
提
心
す
る
な
り
。
諸
仏
菩
薩

の
所
授
に
あ
ら
ず
、
み
ず
か
ら
が
所
能
に
あ
ら
ず
、
感
応
道
交

す
る
に
発
心
す
る
、
ゆ
ゑ
に
自
然
に
あ
ら
ず
）
��
（

。

と
あ
る
。「
仏
道
を
学
習
す
る
」
に
は
、
禅
師
の
『
学
道
用
心
集
』

に
も
あ
る
よ
う
に
、
先
ず
「
菩
提
心
を
発
す
べ
き
事
」
が
基
本
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
「
こ
の
慮
知
心
を
す
な
わ
ち
菩
提
心
と
す
る
に
は
あ

ら
ず
、
こ
の
慮
知
心
を
も
て
菩
提
心
を
お
こ
す
な
り
」
の
慮
知
心
で

あ
る
質
多
心
を
も
っ
て
感
応
道
交
す
る
と
こ
ろ
に
発
菩
提
心
す
る
の

だ
と
い
う
。
こ
の
慮
知
心
が
す
な
わ
ち
菩
提
心
で
は
な
く
て
も
、
先

に
菩
提
心
を
発
し
て
い
た
仏
祖
の
法
を
な
ら
い
「
習
得
」
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
感
応
道
交
し
、「
発0

菩
提
心
」
と
な
り
、
先
に
菩
提
心

を
発
し
て
い
た
仏
祖
か
ら
の
「
菩
提
心
発0

」
と
な
る
。

　

し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
禅
師
は
、

　
　

こ
れ
ら
の
心
を
放
下
し
て
学
道
す
る
あ
り
、
拈
挙
し
て
学
道
す

る
あ
り
。
こ
の
と
き
、
思
量
し
て
学
道
す
、
不
思
量
し
て
学
道

す
。（「
身
心
学
道
」
一
二
八
頁
）

と
い
う
。
我
々
の
発
す
諸
心
は
、
我
見
我
執
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
の

が
現
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
菩
提
心
を
お
こ
す
こ
と
、
か
な
ら
ず

慮
知
心
を
も
ち
ゐ
る
」
と
い
わ
れ
た
慮
知
心
を
も
放
下
し
、
直
下
に

「
身
心
一
如
」
に
て
「
菩
提
心
」
に
承
当
し
て
、
仏
道
を
参
学
す
る

「
身
心
学
道
」
の
「
学
道
」
が
あ
る
と
す
る
。
い
わ
ば
、
菩
提
心
を

起
こ
す
と
さ
れ
る
、
思
慮
分
別
の
慮
知
心
に
代
表
さ
れ
る
「
諸
心
」
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を
も
、
す
べ
て
放
下
し
た
処
に
、
仏
祖
の
思
量
な
る
身
心
一
如
の
学

道
が
あ
り
、
思
慮
分
別
の
及
ば
な
い
不
思
量
な
る
学
道
が
あ
る
と
い

う
。

　

し
か
も
、
こ
こ
で
の
「
身
心
学
道
」
の
心0

の
側
に
は
、
仏
祖
と
感

応
道
交
し
、「
発
菩
提
心
の
行
李
を
習
学
」
し
て
い
る
「
あ
ら
ゆ
る

諸
心
」
に
よ
る
「
心
学
道
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
、「
あ
ら
ゆ
る
諸
心
」
に
お
け
る
「
汗
栗
多
心
」
に
つ
い

て
は
、「
汗
栗
多
心
、
此
の
方
に
草
木
心
と
称
す
」
と
あ
る
よ
う

に
、
釈
尊
の
正
法
が
、

　
　

あ
る
い
は
金
襴
衣
を
正
伝
し
、
金
襴
衣
を
稟
受
す
。
あ
る
い
は

汝
得
吾
随
あ
り
、
三
拝
依
位
而
立
あ
り
。
碓
米
伝
衣
す
る
、
依

心
学
心
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
八
頁
）

と
、
仏
祖
か
ら
仏
祖
へ
と
正
伝
し
て
き
た
歴
史
上
の
故
事
に
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
即
ち
、
釈
尊
と
摩
訶
迦
葉
と
の
「
金
襴
衣
」、
達
磨

と
二
祖
慧
可
と
の
「
三
拝
依
位
而
立
」、
五
祖
弘
忍
と
六
祖
慧
能
と

の
「
伝
衣
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
に
、
単
な
る
物
で
な
く
心
の

通
っ
た
「
金
襴
衣
を
稟
受
す
」
と
い
う
こ
と
に
、「
汝
得
吾
随
あ

り
、
三
拝
依
位
而
あ
り
」
と
い
う
無
心
な
る
動
作
に
、「
碓
米
伝
衣

す
る
、
依
心
学
心
な
り
」
と
事
物

0

0

に
よ
り
示
さ
れ
た
「
心
学
道
」
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
諸
心
の
う
ち
「
矣
栗
多
心
」
に
つ
い
て
は
、「
此
の
方
に

称
積
聚
要
心
と
称
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
多
く
集
ま
っ

た
も
の
の
う
ち
で
肝
心
要
と
な
る
「
積
聚
要
心
」
に
つ
い
て
は
、

　
　

剃
髪
染
衣
、
す
な
は
ち
回
心
な
り
、
明
心
な
り
。
踰
城
し
入
山

す
る
、
出
一
心
、
入
一
心
な
り
。
山
の
所
入
な
る
、
思
量
箇
不

思
量
底
な
り
。
世
の
所
捨
な
る
、
非
思
量
な
り
。（「
身
心
学

道
」
八
二
八
頁
）

に
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
わ
ゆ
る
「
要
」
と
な
る
の
が
、
釈

尊
が
剃
髪
染
衣
し
て
出
家
し
て
、
心
を
仏
道
に
回
ら
し
た
こ
と
で
あ

り
、
心
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
出
城
し
て
山
に
は
い
っ
た

の
は
、
凡
夫
根
性
の
心
を
抛
出
し
て
仏
祖
の
心
を
学
ぶ
世
界
に
入
る

こ
と
で
あ
る
。
仏
道
の
山
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
祖
の
思
量
の

み
で
凡
夫
の
思
量
は
不
思
量
で
あ
る
。
こ
の
身
体
は
剃
髪
染
衣
し
て

出
家
し
、
心
も
仏
道
に
回
ら
し
、
身
心
共
に
全
て
が
仏
道
の
世
界
に

入
る
こ
と
で
あ
る
。
世
俗
を
捨
て
、「
仏
道
を
学
習
す
る
」
こ
と

は
、
凡
夫
の
思
量
を
離
れ
た
非
思
量
の
処
に
心
を
お
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
非
思
量
の
処
に
あ
る
こ
と
は
、

　
　

こ
れ
を
眼
晴
に
団
じ
き
た
る
こ
と
二
三
斛
、
こ
れ
を
業
識
に
弄
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し
き
た
る
こ
と
千
万
端
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
学
道
す
る
に
、

有
功
に
賞
お
の
づ
か
ら
き
た
り
、
有
賞
に
功
い
ま
だ
い
た
ら
ざ

れ
ど
も
、
ひ
そ
か
に
仏
祖
の
鼻
孔
を
か
り
て
出
気
せ
し
め
、
驢

馬
の
脚
蹄
を
拈
じ
て
印
証
せ
し
む
る
、
す
な
わ
ち
万
古
の
榜
様

な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
九
頁
）

と
、
仏
道
に
お
い
て
仏
祖
は
全
て
が
仏
祖
の
眼
晴
と
な
り
限
り
な
く

学
道
し
、
凡
夫
は
業
識
に
果
て
し
な
く
弄
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
れ

で
も
、「
仏
祖
の
鼻
孔
を
か
り
て
出
気
せ
し
め
、
驢
馬
の
脚
蹄
を
拈

じ
て
印
証
せ
む
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
非
思
量
処
に
在
る
べ
く
行
ず

る
こ
と
が
、
や
が
て
仏
祖
の
学
道
と
な
る
と
い
う
。
仏
祖
の
鼻
孔
を

な
ら
い
、
世
を
所
捨
し
た
非
思
量
処
の
仏
祖
の
世
界
で
の
学
道
は
、

万
古
に
変
わ
ら
ぬ
学
道
の
標
準
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
先
に
仏
道
を
学
ぶ
心
を
発
す
に
は
、「
菩
提
心
を

発
す
事
」
が
第
一
で
あ
り
、
し
か
も
「
た
と
ひ
い
ま
だ
真
実
の
菩
提

心
お
こ
ら
ず
と
い
ふ
と
も
、
さ
き
に
菩
提
心
を
お
こ
せ
り
し
仏
祖
の

法
を
な
ら
ふ
べ
し
」
と
も
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
菩
提
心
を
発
し
、

釈
尊
の
蹤
跡
や
達
磨
の
坐
禅
修
行
の
よ
う
に
、
身
も
心
も
共
に
「
仏

祖
の
法
を
な
ら
ふ
」
と
い
う
こ
と
が
、
最
も
仏
道
の
世
界
に
お
け
る

学
道
の
本
質
に
叶
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
真
実
の
菩
提
心
」
と
は
何
か
、

　
　

発
菩
提
心
な
り
、
赤
心
片
々
な
り
、
古
仏
心
な
り
、
平
常
心
な

り
、
三
界
一
心
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
八
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
発
菩
提
心
な
り
」
の
心
に
つ
い
て
、

　
　
「
発
菩
提
心
」
は
、
あ
る
い
は
生
死
に
し
て
こ
れ
を
う
る
こ
と

あ
り
、
あ
る
い
は
涅
槃
に
し
て
こ
れ
を
う
る
こ
と
あ
り
、
あ
る

い
は
生
死
涅
槃
の
ほ
か
に
し
て
う
る
こ
と
あ
り
。
と
こ
ろ
を
ま

つ
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
発
心
の
と
こ
ろ
に
さ
へ
ら
れ
ざ
る
あ

り
。
境
発
に
あ
ら
ず
、
智
発
に
あ
ら
ず
、
菩
提
心
発
な
り
、
発

菩
提
心
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
菩
提
心
を
発
し
菩
提
心
を
得
る
の
は
、
迷
い
の
生

死
の
中
で
も
、
悟
り
の
涅
槃
の
中
で
も
、
生
死
涅
槃
を
ほ
か
に
し
て

も
得
る
事
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
時
処
を
期
待
す
る
の
で

も
な
く
、
時
処
に
妨
げ
ら
れ
る
の
で
も
な
い
。
そ
れ
か
と
い
っ
て
、

環
境
に
よ
っ
て
で
も
、
智
慧
に
よ
っ
て
で
も
な
い
。
た
だ
、「
菩
提

心
発
な
り
、
発
菩
提
心
な
り
」
と
、
菩
提
心
自
体
に
よ
っ
て
発
さ
れ

る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
発
菩
提
心
自
体
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
と
い
え
ば
、

　
　

発
菩
提
心
は
、
有
に
あ
ら
ず
無
に
あ
ら
ず
、
善
に
あ
ら
ず
悪
に
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あ
ら
ず
、
無
記
に
あ
ら
ず
。
報
地
に
よ
り
て
縁
起
す
る
に
あ
ら

ず
。
天
有
情
は
さ
だ
め
て
う
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
ま

さ
に
時
節
と
と
も
に
発
菩
提
心
す
る
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一

三
二
頁
）

と
い
っ
て
い
る
。
発
菩
提
心
自
体
に
対
し
て
、「
…
…
あ
ら
ず
」

「
…
…
あ
ら
ず
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
内
容
を
実
体
的
に
特
定

し
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
。
た
だ
「
時
節
と
と
も
に
発
菩

提
心
す
る
な
り
」
で
あ
る
。
菩
提
心
を
発
す
正
に
そ
の
時
節
に
、
環

境
や
智
慧
に
か
か
わ
ら
ず
全
法
界
が
こ
と
ご
と
く
発
菩
提
心
と
し

て
、
法
界
に
充
満
し
遍
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
心
は
、「
赤
心
片
々
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の

「
赤
心
片
々
な
り
」
と
は
ど
ん
な
心
な
の
か
と
い
え
ば
、

　
　
「
赤
心
片
々
」
と
い
ふ
は
、
片
々
な
る
は
み
な
赤
心
な
り
。
一

片
両
片
に
あ
ら
ず
、
片
々
な
る
な
り
。

　
　

荷
葉
団
々
団
似
鏡
、
菱
角
尖
々
尖
似
錐
（
荷
葉
団
々
、
団
な
る

こ
と
鏡
に
似
た
り
、
菱
角
尖
々
、
尖
な
る
こ
と
錐
に
似
た
り
。）

　
　

か
ゞ
み
に
に
た
り
と
い
ふ
と
も
片
々
な
り
。
錐
に
に
た
り
と
い

ふ
と
も
片
々
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
二
頁
）

と
、
こ
こ
で
は
、
全
法
界
に
充
満
し
遍
在
す
る
心
が
、
赤
心
な
る
一

片
一
片
と
し
て
あ
る
在
り
方
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で

い
う
「
赤
心
片
々
」
に
つ
い
て
『
御
抄
』
は
、

　
　

赤
心
と
は
あ
ら
は
な
る
心
な
り
、
解
脱
の
心
地
也
、
心
の
無
辺

際
な
る
道
理
、
一
法
究
尽
の
理
を
如
此
云
也
、
一
片
と
も
両
片

と
も
難
定
、
只
片
々
な
り
）
��
（

。

と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
赤
心
片
々
と
い
う
の
は
、
一
片
一

片
に
全
現
す
る
様
相
が
み
な
全
法
界
の
「
あ
ら
は
な
る
心
」
で
あ

る
。
そ
れ
故
、「
一
片
と
も
両
片
と
も
定
め
が
た
く
」、
只
一
片
一
片

の
全
現
で
あ
る
。「
荷
葉
団
々
団
似
鏡
、
云
々
」
は
、『
御
抄
』
に
、

　
　

荷
葉
は
、
団
々
と
し
て
ま
ろ
に
て
法
界
を
尽
く
、
菱
角
は
尖
々

と
し
て
す
る
ど
く
し
て
法
界
を
尽
す
心
地
也
、
不
交
余
法
心
地

也
、
円
な
ら
ば
尽
十
方
円
、
菱
角
な
ら
ば
尽
界
菱
な
る
義
な

り
、
詞
は
か
は
れ
ど
も
究
尽
の
理
は
同
じ
か
る
べ
し
、
ゆ
え
に

か
ゞ
み
に
似
た
れ
ど
も
片
々
と
は
云
也
）
��
（

。

と
い
う
。
蓮
の
葉
が
ま
る
け
れ
ば
尽
十
方
界
円
と
し
て
法
界
を
尽
く

し
、
菱
の
実
の
角
が
尖
っ
て
鋭
け
れ
ば
尽
十
方
界
が
尖
っ
た
菱
の
全

現
で
あ
る
。
そ
れ
故
、「
か
ゞ
み
に
に
た
り
と
い
ふ
と
も
片
々
な

り
。
錐
に
に
た
り
と
い
ふ
と
も
片
々
な
り
」
で
、
詞
は
変
わ
れ
ど

も
、
究
尽
の
理
は
同
じ
で
あ
り
、
蓮
の
葉
は
蓮
の
葉
で
、
菱
角
は
菱
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角
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
片
一
片
と
し
て
究
尽
の
理
に
お
い
て
全
現
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
の
「
古
仏
心
な
り
」
の
心
に
つ
い
て
も
、

　
　
「
古
仏
心
」
と
い
ふ
は
、
む
か
し
僧
あ
り
て
大
証
国
師
に
と

ふ
、「
い
か
に
あ
ら
む
か
こ
れ
古
仏
心
」。

　
　

と
き
に
国
師
い
は
く
、「
牆
壁
瓦
礫
」。

　
　

し
か
あ
れ
ば
し
る
べ
し
、
古
仏
心
は
牆
壁
瓦
礫
な
ら
ず
、
牆
壁

瓦
礫
を
古
仏
心
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
古
仏
心
そ
れ
か
く
の
ご
と

く
学
す
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。『
御
抄
』
に
「
牆
壁
瓦
礫
の
究
尽
す
る
時
、
古
仏

心
と
い
は
じ
、
古
仏
心
の
独
立
す
る
時
牆
壁
瓦
礫
と
い
は
じ
と
云
心

地
也
、
是
則
一
法
独
立
の
姿
な
り
」
で
、「
究
尽
す
る
時
」、
古
仏
心

の
時
は
古
仏
心
の
み
、
牆
壁
瓦
礫
の
時
は
牆
壁
瓦
礫
の
み
で
あ
っ

て
、
古
仏
心
と
牆
壁
瓦
礫
と
は
相
対
し
て
い
る
の
で
は
な
く
一
如
不

二
で
あ
る
。

　

更
に
、
古
仏
心
に
つ
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』「
仏
向
上
事
」
に
は
、

　
　

仏
道
を
な
ら
は
ん
と
を
も
い
、
は
じ
め
よ
り
古
仏
の
心
を
あ
き

ら
む
る
を
、
心
を
以
て
学
道
す
る
と
は
云
う
べ
し
。
自
こ
こ
ろ

は
い
た
づ
ら
に
知
見
解
会
に
ほ
こ
り
て
、
ひ
と
ゑ
に
思
量
分
別

の
み
あ
り
。
釈
迦
老
子
云
、
是
法
非
思
量
分
別
之
所
能
解
（
こ

の
法
は
思
量
分
別
の
よ
く
解
す
る
所
に
非
ず
）
と
。
は
か
り
し

る
べ
し
、
み
づ
か
ら
に
は
と
る
べ
き
心
な
し
、
古
仏
に
は
習
う

べ
き
心
あ
り
）
��
（

。

と
、
古
仏
心
は
、
古
仏
の
心
を
明
ら
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
ら
の

思
量
分
別
に
よ
る
心
は
知
見
解
会
に
わ
た
る
も
の
で
、
と
る
べ
き
も

の
は
一
つ
も
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
古
仏
の
心
を
「
証
せ
ん

と
す
る
に
、
牆
壁
瓦
礫
の
見
成
す
る
あ
り
」
と
、
相
対
を
絶
し
、
具

体
的
に
在
る
が
ま
ま
の
牆
壁
瓦
礫
そ
の
も
の
の
全
現
で
あ
る
。
ま
こ

と
に
、

　
　

七
仏
以
前
に
古
仏
心
壁
竪
す
、
七
仏
以
後
に
古
仏
心
才
生
す
、

諸
仏
以
前
に
古
仏
心
花
開
す
、
諸
仏
以
後
に
古
仏
心
結
果
す
、

古
仏
心
以
前
に
古
仏
心
脱
落
な
り
）
�0
（

。

と
、
古
仏
心
は
遠
く
過
去
七
仏
以
前
か
ら
の
真
理
で
あ
っ
て
、
諸
仏

の
修
行
す
る
処
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
過
去
七
仏
以
後
釈
尊
の
出
現
に

よ
っ
て
、
よ
う
や
く
古
仏
心
が
現
前
し
、
古
仏
心
が
諸
仏
の
学
道
と

し
て
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
古
仏
心
そ
の
も
の
は
知
覚

分
別
を
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
脱
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
脱
落
の
古

仏
心
で
あ
る
と
い
う
。
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ま
た
、「
平
常
心
な
り
」
の
心
に
つ
い
て
も
、

　
　
「
平
常
心
」
と
い
ふ
は
、
此
界
他
界
と
い
は
ず
、
平
常
心
な

り
。
昔
日
は
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
さ
り
、
今
日
は
こ
の
と
こ
ろ
よ

り
き
た
る
。
さ
る
と
き
は
漫
天
さ
り
、
き
た
る
と
き
は
尽
地
き

た
る
。
こ
れ
平
常
心
な
り
。
平
常
心
こ
の
屋
裏
に
開
閉
す
、
千

門
万
戸
一
時
開
閉
な
る
ゆ
ゑ
に
平
常
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一

三
三
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
平
常
心
」
は
、
こ
の
世
界
、
他
の

世
界
と
い
う
区
別
は
な
く
、
尽
十
方
界
こ
と
ご
と
く
が
平
常
心
で
あ

り
、「
昔
日
は
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
さ
り
、
今
日
は
こ
の
と
こ
ろ
よ
り

き
た
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
天
地
い
っ
ぱ
い
の
平
常
心
の
中
に
あ
っ

て
昔
と
今
日
と
が
去
来
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
去
る
と
き
は
天
地
の

全
体
が
去
り
、
来
る
と
き
は
天
地
の
全
体
が
来
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

天
地
い
っ
ぱ
い
の
平
常
心
に
変
わ
り
は
な
い
。
平
常
心
は
尽
天
地
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
平
常
心
の
中
で
の
去
来
開
閉
で
あ
っ
て
、
増

減
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
無
数
の
現
象
が
平
常
心
と
し
て
、
同
時
に

去
来
生
滅
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
平
常
心
は
広
大

無
辺
な
仏
祖
の
平
常
心
で
あ
っ
て
、
吾
我
に
執
わ
れ
相
対
化
さ
れ
た

凡
夫
の
平
常
心
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
来
の
平
常
心
は
、

　
　

い
ま
こ
の
蓋
天
蓋
地
は
、
お
ぼ
え
ざ
る
こ
と
ば
の
ご
と
し
、
噴

地
の
一
声
の
ご
と
し
、
語
等
な
り
、
心
等
な
り
、
法
等
な
り
。

寿
行
生
滅
の
刹
那
に
生
滅
す
る
あ
れ
ど
も
、
最
後
身
よ
り
さ
き

は
か
っ
て
し
ら
ず
。
し
ら
ざ
れ
ど
も
、
発
心
す
れ
ば
、
か
な
ら

ず
菩
提
の
道
に
す
ゝ
む
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
四
頁
）

で
、
広
大
無
辺
で
天
地
全
体
と
し
て
の
平
常
心
は
、
意
識
以
前
の
所

か
ら
何
の
混
じ
り
け
も
な
く
噴
き
出
す
一
声
の
如
く
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
、
仏
道
に
お
け
る
平
常
心
は
、
日
常
の
言
葉
も
心
も
法
も
、
等

し
く
意
識
と
い
う
兆
し
の
現
れ
る
以
前
の
心
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
く
開
か
れ
た

仏
道
は
、
発
心
す
れ
ば
必
ず
菩
提
の
道
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
否
、
発
心
す
れ
ば
既
に
仏
道
の
中
に
あ
っ
て
の
学
道
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
赤
心
、
古
仏
心
、
平
常
心
等
の
諸
心
の
「
心
」
は
、

「
仏
道
を
学
習
す
る
」
心
で
あ
り
、「
身
心
一
如
」
の
心
で
あ
る
。
そ

れ
を
、「
身
心
一
如
の
学
道
」
か
ら
外
れ
た
「
心
」
と
「
身
」
と
に

切
り
離
し
、「
い
わ
ゆ
る
心
を
も
て
学
し
」
と
な
る
と
、
そ
れ
は

「
身
心
一
如
」
の
心
学
道

0

0

0

で
は
な
く
、
外
道
の
心
学
道

0

0

0

と
な
る
。
仏
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道
で
の
「
心
学
道
」
は
、
仏
道
の
真
っ
只
中
で
の
学
道
、
身
心
を
両

翼
と
し
両
輪
と
し
た
「
心
学
道
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
究
尽
の

「
心
」
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
全
法
界
は
心
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
三
界

唯
一
心
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
、

　
　

三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
、
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別

（
三
界
は
唯
だ
一
心
の
み
、
心
の
外
に
別
の
法
な
し
、
心
・
仏

及
び
衆
生
、
是
の
三
は
差
別
な
し
）
��
（
）。

と
、
仏
道
の
道
中
に
お
け
る
学
道
は
、「
心
・
仏
及
び
衆
生
」
に
差

別
は
な
く
一
体
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
心
も
て
学
す
」
と
な
れ

ば
、
心0

の
外
に
別
の
法
は
な
く
、
三
界
全
て
が
心0

そ
の
も
の
で
あ

る
。
仏
・
衆
生
と
な
れ
ば
、
三
界
全
て
が
仏
で
あ
り
衆
生
で
あ
る
こ

と
と
な
る
。

心
と
自
然
界
の
事
象

　

と
こ
ろ
が
、「
三
界
唯
一
心
」
と
し
て
し
め
さ
れ
た
「
心
」
は
、

抽
象
的
な
「
心
」
で
は
な
く
具
体
的
に
、

　
　

し
ば
ら
く
山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
（「
身
心
学

道
」
一
二
九
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
山
河
大
地
日
月
星
辰
と
い
っ
た
自

然
界
の
事
象
が
、「
心
」
で
あ
る
と
し
て
示
し
て
い
る
。
身
心
一
如

の
「
仏
道
を
学
習
す
る
に
」「
心
を
も
て
学
す
」
こ
と
は
、
心
が
山

河
大
地
日
月
星
辰
で
あ
り
、
日
月
星
辰
が
心
で
あ
る
と
、
仏
道
で
の

「
心
学
道
」
で
は
、
一
体
と
な
り
具
体
的
に
示
さ
れ
る
。
抽
象
的
な

心
で
は
な
く
、
山
河
大
地
日
月
星
辰
で
あ
る
。
即
ち
、「
山
河
大
地

日
月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
個
々
の
「
山

河
大
地
」
に
つ
い
て
、「
山
」
は
、

　
　

山
も
お
ほ
か
る
へ
し
、
大
須
弥
小
須
弥
あ
り
。
横
に
処
せ
る
あ

り
。
竪
に
処
せ
る
あ
り
。
三
千
世
界
あ
り
、
無
量
国
あ
り
。
色

に
か
ゝ
る
あ
り
、
空
に
か
ゝ
る
あ
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
九

頁
）

と
、
山
と
い
っ
て
も
大
小
の
山
、
横
に
広
い
山
、
縦
に
そ
び
え
立
つ

山
も
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
、
無
数
の
国
に
も
あ
れ
ば
、
形

の
あ
る
も
の
、
形
を
越
え
た
山
々
も
あ
る
と
、
一
体
で
は
あ
っ
て
も

山
は
千
差
万
別
、
そ
れ
ぞ
れ
在
る
が
ま
ま
に
山
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、「
河
」
に
つ
い
て
も
、

　
　

河
も
さ
ら
に
お
ほ
か
る
べ
し
、
天
河
あ
り
、
地
河
あ
り
、
四
大

河
あ
り
、
無
熱
池
あ
り
。
北
倶
盧
洲
に
は
四
阿
耨
達
池
あ
り
。

海
あ
り
、
池
あ
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
九
頁
）
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天
上
の
河
、
地
上
の
河
も
あ
れ
ば
、
耨
達
池
か
ら
流
れ
出
て
い
る

四
大
河
も
あ
る
。
更
に
、
そ
の
源
の
無
熱
池
も
あ
る
。
ま
た
、
北
倶

盧
洲
に
は
清
冷
の
水
を
出
す
四
つ
の
阿
耨
達
池
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か

海
も
池
も
あ
る
と
、
河
も
一
様
で
は
な
い
と
い
う
。「
大
地
」
に
つ

い
て
も
、

　
　

地
は
か
な
ら
ず
し
も
土
に
あ
ら
ず
、
土
か
な
ら
ず
し
も
地
に
あ

ら
ず
。
土
地
も
あ
る
べ
し
、
心
地
も
あ
る
べ
し
、
宝
地
も
あ
る

べ
し
。
万
般
な
り
と
い
ふ
と
も
、
地
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
空
を

地
と
せ
る
世
界
も
あ
る
べ
き
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
二
九

頁
）

　
『
私
記
』
に
「
地
と
い
へ
ば
土
な
る
べ
し
と
の
み
お
も
へ
る
情
識

を
は
ら
ふ
語
な
）
��
（

り
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
地
は
必
ず
し
も
国
土
だ
け

で
も
、
国
土
も
必
ず
し
も
大
地
だ
け
で
は
な
く
、
土
地
も
心
地
も
宝

地
も
あ
る
べ
し
で
、
大
地
の
大
小
や
形
の
有
無
等
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
大
地
は
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
鳥
の
よ
う
に
空
を
大

地
と
す
る
世
界
も
あ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
心
を
山
河
大
地
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

山
河
大
地
は
固
定
化
さ
れ
実
体
化
さ
れ
た
山
河
大
地
で
は
な
く
、

様
々
な
山
河
大
地
で
あ
り
、「
情
識
」
を
離
れ
た
も
の
と
し
て
あ
る

が
ま
ま
に
一
瞬
一
瞬
に
具
現
し
て
い
る
。「
山
水
経
」
の
「
や
ま
こ

れ
や
ま
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
こ
れ
や
ま
と
い
ふ
な
）
��
（
り
」
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、「
山
河
大
地
こ
れ
山
河
大
地
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
、
山
河

大
地
こ
れ
山
河
大
地
と
い
ふ
な
り
」
と
、
先
入
観
や
執
わ
れ
を
離
れ

た
在
る
が
ま
ま
に
、「
山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
山
河
大
地
日
月
星
辰
」
の
「
日
月
星

辰
」
に
つ
い
て
も
、

　
　

日
月
星
辰
は
人
天
の
所
見
不
同
あ
る
べ
し
、
諸
類
の
所
見
お
な

じ
か
ら
ず
。
恁
麼
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
一
心
の
所
見
、
こ
れ
一
斉

な
る
な
り
。
こ
れ
ら
す
で
に
心
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
〇

頁
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
人
間
界
と
天
上
界
と
で
は
、
所
見
が
同
じ
で
は

な
い
。
諸
類
の
所
見
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、

「
山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
」
と
す
る
心
に
お
い
て
は
、

そ
の
見
る
と
こ
ろ
は
全
て
「
心
」
と
し
て
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
心
は
、
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

　
　

向
来
は
こ
れ
た
ゞ
こ
れ
心
の
一
念
二
念
な
り
。
一
念
二
念
は
一

山
河
大
地
な
り
、
二
山
河
大
地
な
り
。
山
河
大
地
等
、
こ
れ
有

無
に
あ
ら
ざ
れ
ば
大
小
に
あ
ら
ず
、
得
不
得
に
あ
ら
ず
、
識
不
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識
に
あ
ら
ず
、
通
不
通
に
あ
ら
ず
、
悟
不
悟
に
あ
ら
ず
。

　
　

か
く
の
ご
と
く
の
心
み
づ
か
ら
学
道
す
る
こ
と
を
慣
習
す
る

を
、
心
学
道
と
い
ふ
と
決
定
信
受
す
べ
し
。（「
身
心
学
道
」
一

三
〇
頁
）

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
「
心
」
は
、
一
念
二
念
の
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
一
念
二
念
が
心
学
道
で
あ
り
、
心
を
も
て
「
仏
道
を
学
習
す

る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
念
二
念
に
全
現
す
る
山
河
大

地
は
、
比
べ
た
り
対
象
化
さ
れ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
有
で
も
無
で

も
な
く
、
大
小
で
も
な
い
。
ま
た
、
得
ら
れ
る
と
か
得
ら
れ
な
い
と

か
、
識
る
と
か
識
ら
れ
な
い
と
か
で
も
な
い
。
更
に
、
通
ず
る
と
か

通
じ
な
い
で
も
な
い
、
悟
る
と
か
悟
ら
な
い
と
か
と
い
う
も
変
わ
り

な
い
。
要
す
る
に
、
心
の
一
念
二
念
・
去
来
生
滅
に
山
河
大
地
が
全

一
に
去
来
生
滅
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
「
山
河
大
地
日

月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
」
で
あ
る
。
心
を
も
っ
て
学
す
る
「
心
学

道
」
は
、
山
河
大
地
自
体
か
ら
す
れ
ば
、
山
河
大
地
を
も
っ
て
学
す

る
学
道
で
あ
る
。
我
々
の
前
に
現
成
し
て
い
る
山
河
大
地
は
、
単
な

る
山
河
大
地
で
は
な
く
、
心
を
も
っ
て
「
仏
道
を
学
習
す
る
」
具
体

的
な
「
心
学
道
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
山
河
大
地
日

月
星
辰
と
心
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
心
自
ら
山
河
大
地
日
月
星
辰
に

成
り
き
っ
て
行
く
学
道
を
習
慣
に
す
る
、
そ
の
こ
と
自
体
が
「
心
を

も
て
学
す
る
」
と
こ
ろ
の
「
心
学
道
」
で
あ
る
と
決
定
し
て
信
受
す

べ
き
と
し
て
い
る
。

身 

学 

道

　

そ
れ
で
は
、「
仏
道
を
学
習
す
る
」
に
「
身
を
も
て
学
す
る
」
と

い
う
「
身
学
道
」
に
つ
い
て
、
禅
師
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
　

身
学
道
と
い
ふ
は
、
身
に
て
学
道
す
る
な
り
。
赤
肉
団
の
学
道

な
り
。
身
は
学
道
よ
り
き
た
り
、
学
道
よ
り
き
た
れ
る
は
、
と

も
に
身
な
り
。
尽
十
方
界
是
箇
真
実
人
体
な
り
、
生
死
去
来
真

実
人
体
な
り
。
こ
の
身
体
を
め
ぐ
ら
し
て
、
十
悪
を
は
な
れ
、

八
戒
を
た
も
ち
、
三
宝
に
帰
依
し
て
捨
家
出
家
す
る
、
真
実
の

学
道
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
真
実
人
体
と
い
ふ
。
後
学
か
な
ら
ず

自
然
見
の
外
道
に
同
ず
る
こ
と
な
か
れ
。（「
身
心
学
道
」（「
身

心
学
道
」
一
三
四
頁
）

　

身
学
道
は
身
を
も
っ
て
学
道
す
る
こ
と
で
あ
り
、
生
身
の
身
体
の

学
道
で
あ
る
。
身
を
も
っ
て
「
仏
道
を
学
習
す
る
」
身
体

0

0

は
、「
身

心
一
如
の
学
道
」
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
り
、「
身
心
一
如
の
学
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道
」
か
ら
き
て
い
る
の
は
身
体

0

0

で
あ
る
。
即
ち
、「
尽
十
方
界
是
箇

真
実
人
体

0

0

」
で
あ
る
。
こ
の
「
尽
十
方
界
是
箇
真
実
人
体
」
に
お
け

る
身
体
は
、
仏
道
の
中
で
「
身
学
道
」
と
し
て
十
方
世
界
を
究
尽
し

て
い
る
「
真
実
人
体
」
で
あ
り
、
生
死
去
来
す
る
生
身
の
身
体
で
あ

る
。
こ
の
生
身
の
身
体
で
あ
る
「
真
実
身
体
」
を
め
ぐ
ら
し
て
、
十

悪
を
離
れ
、
八
戒
を
保
ち
、
三
宝
に
帰
依
し
、
そ
し
て
、
捨
家
出
家

す
る
こ
と
が
「
真
実
の
学
道
」
で
あ
る
。
真
実
の
学
道

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
こ

そ
真
実
人
体

0

0

0

0

と
な
る
。
真
実
の
学
道
を
抜
き
に
し
て
真
実
人
体
は
な

い
の
で
、
後
学
の
も
の
は
必
ず
、
自
然
見
の
外
道
に
堕
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
成
ら
な
い
と
い
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
真
実
人
体
」
と

い
う
の
は
仏
道
の
中
で
「
真
実
の
学
道
」
と
し
て
の
「
身
心
学
道
」

が
「
身
学
道
」
の
方
面
に
お
い
て
全
機
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
か
で
も
、「
身
心
学
道
」
に
お
け
る
「
身
学
道
」
は
、
出
家
・
在

家
の
う
ち
で
も
「
三
宝
に
帰
依
し
て
捨
家
出
家
」
し
て
の
「
身
学

道
」
と
い
う
よ
う
に
、
出
家
の
身

0

0

0

0

に
重
き
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は

注
目
に
あ
た
い
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
身
学
道
」
に
お
け
る
真
実
人
体
は
「
尽
十
方
界
是

箇
真
実
人
体
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、「
尽
十
方
界
」
そ
の
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、「
尽
十
方
界
是
箇
真
実
人
体
」
と
し
て
の
「
尽
十

方
界
」
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
え
ば
、

　
　
「
尽
十
方
世
界
」
と
い
ふ
は
、
十
方
面
と
も
に
尽
界
な
り
。
東

西
南
北
四
維
上
下
を
十
方
と
い
ふ
。
か
の
表
裏
縦
横
の
究
尽
な

る
時
節
を
思
量
す
べ
し
。
思
量
す
る
と
い
ふ
は
、
人
体
は
た
と

ひ
自
他
に
罣
礙
せ
ら
る
と
い
ふ
と
も
、
尽
十
方
な
り
と
諦
観

し
、
決
定
す
る
な
り
。
こ
れ
未
曾
聞
を
き
く
な
り
。
方
等
な
る

ゆ
ゑ
に
。
界
等
な
る
ゆ
ゑ
に
。「
人
体
」
は
四
大
五
蘊
な
り
、

大
塵
と
も
に
凡
夫
の
究
尽
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
聖
者
の
参

究
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
又
、
一
塵
に
十
方
を
諦
観
す
べ
し
、
十

方
は
一
塵
に
嚢
括
す
る
に
あ
ら
ず
。
あ
る
い
は
一
塵
に
僧
堂
・

仏
殿
を
建
立
し
、
あ
る
い
は
僧
堂
・
仏
殿
に
尽
界
を
建
立
せ

り
。
こ
れ
よ
り
建
立
せ
り
、
建
立
こ
れ
よ
り
な
れ
り
。
恁
麼
の

道
理
、
す
な
は
ち
尽
十
方
界
真
実
人
体
な
り
。
自
然
天
然
の
邪

見
を
な
ら
ふ
べ
か
ら
ず
。（「
身
心
学
道
」
一
三
五
頁
）

　
「
身
心
学
道
」
に
お
け
る
「
真
実
人
体
」
は
、
全
世
界
と
し
て
の

尽
十
方
世
界
で
あ
る
。
こ
の
尽
十
方
世
界
と
い
う
の
は
、
東
西
南

北
・
四
維
・
上
下
を
究
尽
し
て
い
る
十
方
面
で
あ
る
。
そ
の
十
方
の

表
裏
縦
横
を
究
尽
し
て
い
る
時
節
を
思
量
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

ど
の
よ
う
に
思
量
す
べ
き
か
と
い
う
と
、
人
体
は
た
と
い
自
他
に
区
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別
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
区
別
以
前
の
真
実
人
体
は
尽
十
方
界
で
あ
る

と
諦
観
し
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
人
体
と
十
方
界
と
は
相

対
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
も
、「
真
実
人
体
」
は
、
尽
十
方
界
で

あ
る
こ
と
は
未
曾
聞
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
訳
は
、
十
方
面
は

そ
れ
ぞ
れ
平
等
で
あ
り
、
そ
の
十
方
面
の
世
界
も
す
べ
て
平
等
で

あ
っ
て
、
比
べ
た
り
対
象
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
人
体
は
四
大
・
五
蘊
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
が

真
実
人
体
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
尽
十
方
界
是
箇
真
実
人
体
な
り
」
と
い
う
事
実

は
、
凡
夫
の
立
場
か
ら
究
尽
す
る
事
の
で
き
な
い
、
仏
か
ら
仏
へ
と

い
う
仏
道
世
界
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
仏
道
世
界
に
お
い
て
「
真

実
人
体
」
と
し
て
あ
る
聖
者
に
し
て
は
じ
め
て
参
究
し
得
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
真
実
人
体
の
「
学
道
」
に
お
け
る
一
塵
一
塵
に
十
方

界
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
学
道
が
無
く
「
学
道
」
を
離
れ

た
一
塵
に
十
方
界
は
包
み
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
真
実
人

体
の
「
学
道
」
に
よ
っ
て
十
方
界
を
備
え
た
一
塵
は
、
一
塵
の
な
か

に
僧
堂
・
仏
殿
を
建
立
し
、
こ
の
僧
堂
・
仏
殿
の
な
か
に
尽
十
方
界

を
建
立
す
る
学
道
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
堂
・

仏
殿
の
建
立
は
、
真
実
人
体
の
学
道
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
建
立
は
こ
の
よ
う
に
学
道
の
処
に
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
道
理
が
、「
尽
十
方
界
是
箇
真
実
人
体
」
で
あ
る
。「
学
道
」
を

忘
れ
た
天
然
・
自
然
主
義
の
邪
見
に
習
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
て

い
る
。

　
「
身
実
人
体
」
の
「
身
学
道
」
も
、「
山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ
れ

心
な
り
」
の
「
心
学
道
」
も
、「
真
実
の
学
道
」
で
あ
る
「
身
心
学

道
」
で
も
っ
て
「
仏
道
を
学
習
す
る
に
、
し
ば
ら
く
ふ
た
つ
あ
り
」

と
し
て
、
一
つ
は
身0

を
表
に
し
た
方
面
の
学
道
を
、
も
う
一
つ
は
心0

を
表
に
し
た
方
面
の
学
道
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、

仏
道
に
対
す
る
身
構
え
や
心
構
え
と
い
っ
た
見
方
が
、
身
を
も
っ
て

学
す
「
身
学
道
」
と
な
り
、
心
を
も
っ
て
学
す
「
心
学
道
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
身
心
学
道
」
の
学
道
が
、「
仏
道

を
学
習
す
る
」
に
あ
た
っ
て
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
と
し
て
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

真
実
人
体
の
学
道

　

そ
こ
で
、「
身
を
も
て
学
す
る
」
こ
と
に
よ
る
「
身
学
道
」
が

「
真
実
人
体
の
学
道
」
と
し
て
、
十
方
世
界
を
、
ど
の
よ
う
に
究
尽

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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界
量
に
あ
ら
ざ
れ
ば
広
狭
に
あ
ら
ず
。
尽
十
方
界
は
八
万
四
千

の
説
法
蘊
な
り
、
八
万
四
千
の
三
昧
な
り
、
八
万
四
千
の
陀
羅

尼
な
り
。
八
万
四
千
の
説
法
蘊
、
こ
れ
転
法
輪
な
る
が
ゆ
ゑ

に
、
法
輪
の
転
処
は
亙
界
な
り
、
亙
時
な
り
。
方
域
な
き
に
あ

ら
ず
、「
真
実
人
体
」
な
り
。
い
ま
の
な
ん
ぢ
、
い
ま
の
わ

れ
、
尽
十
方
界
真
実
人
体
な
る
人
な
り
。
こ
れ
ら
を
蹉
過
す
る

こ
と
な
く
学
道
す
る
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
六
頁
）

と
、
仏
道
の
世
界
に
お
い
て
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
は
尽
十
方
界

で
あ
る
。
こ
の
尽
十
方
界
は
全
て
平
等
で
あ
っ
て
境
界
を
区
切
っ
て

量
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
世
界
の
広
狭
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。「
仏
道
を
学
習
す
る
」
に
あ
た
っ
て
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
に

よ
る
尽
十
方
界
は
八
万
四
千
の
説
法
の
集
ま
り
で
あ
り
、
八
万
四
千

の
諸
三
昧
で
あ
り
、
八
万
四
千
の
陀
羅
尼
で
あ
る
。
尽
十
方
界
に
お

け
る
八
万
四
千
の
説
法
の
集
ま
り
は
、
転
法
輪
す
る
処
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
そ
の
転
法
輪
は
、
縦
横
無
尽
に
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
あ
ら
ゆ
る

方
角
の
世
界
全
体
に
広
く
行
き
渡
り
、
三
世
を
貫
き
す
べ
て
に
行
き

渡
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
真
実
人
体
の
学
道
」
が
、
尽
十
方
界
に
行
き
渡
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
方
向
や
領
域
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
そ
の
こ
と
こ
そ
が
「
真
実
人
体
の
学
道
」
で
あ
り
、「
身
心

学
道
」
の
一
翼
で
あ
る
「
身
学
道
」
で
あ
る
。
不
汚
染
の
仏
道
世
界

に
あ
っ
て
、「
真
実
の
学
道
」
で
あ
る
「
身
心
学
道
」
に
あ
る
今
の

汝
、
今
の
我
が
、「
尽
十
方
界
真
実
人
体
」
な
る
人
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
、
誤
る
こ
と
な
く
学
道
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
真
実
人
体
の
学
道
」
は
、
時
空
を
こ
え
て
尽
十
方
の
全
法
界
に

遍
く
充
満
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
、

　
　

三
大
阿
僧
祇
劫
、
十
三
阿
僧
祇
劫
、
無
量
阿
僧
祇
劫
ま
で
も
、

捨
身
受
身
し
も
て
ゆ
く
、
か
な
ら
ず
学
道
の
時
節
な
る
進
歩
退

歩
学
道
な
り
。
礼
拝
問
訊
す
る
す
な
は
ち
、
動
止
威
儀
な
り
。

枯
木
を
画
図
し
、
死
灰
を
磨
甎
す
。（「
身
心
学
道
」
一
三
七

頁
）

と
、
無
限
に
長
い
時
間
、
捨
身
受
身
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
身

学
道
の
時
節
が
あ
り
、
進
歩
退
歩
の
「
真
実
人
体
の
学
道
」
が
あ

る
。「
仏
道
を
学
習
す
る
」
上
で
、
最
も
一
般
的
な
礼
拝
問
訊
の
威

儀
作
法
も
坐
禅
弁
道
の
威
儀
作
法
も
、「
身
学
道
」
に
お
け
る
「
真

実
人
体
の
学
道
」
で
あ
る
。
し
か
も
「
真
実
人
体
の
学
道
」
は
、
し

ば
ら
く
の
間
も
と
ぎ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
暦
日
は
光
陰
矢
の
ご
と
し

で
、
速
や
か
に
過
ぎ
去
っ
て
行
く
け
れ
ど
も
、
十
方
界
を
究
尽
す
る
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「
尽
十
方
界
真
実
人
体
」
の
「
学
道
」
は
、
単
に
過
ぎ
て
行
く
だ
け

で
な
く
幽
遠
で
あ
る
と
い
う
。

　

無
始
無
終
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
十
方
界
を
究
尽
す
る
「
真
実

人
体
の
学
道
」
は
、
特
別
な
学
道
で
は
な
く
、
礼
拝
問
訊
や
坐
禅
弁

道
す
る
こ
と
が
「
真
実
人
体
の
学
道
」
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、

「
身
心
学
道
」
に
お
け
る
「
身
学
道
」
面
で
の
時
節
で
あ
る
と
い

う
。
そ
れ
で
は
、「
身
学
道
」
に
お
け
る
「
真
実
人
体
」
は
、
現
実

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

　
　
「
生
死
去
来
真
実
人
体
」
と
い
ふ
は
、
い
は
ゆ
る
生
死
は
凡
夫

の
流
転
な
り
と
い
へ
ど
も
、
大
聖
の
所
脱
な
り
。
超
凡
越
聖
せ

ん
、
こ
れ
を
真
実
体
と
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
に
二
種
七

種
の
し
な
あ
れ
ど
、
究
尽
す
る
に
、
面
々
み
な
生
死
な
る
ゆ
ゑ

に
恐
怖
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。（「
身
心
学
道
」
一
三
七
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。「
生
死
去
来
が
真
実
人
体
」
で
あ
る
。
こ
の
生
死

は
凡
夫
に
と
っ
て
は
流
転
の
姿
で
あ
っ
て
も
、「
真
実
人
体
」
に
あ

る
大
聖
に
と
っ
て
の
生
死
は
解
脱
の
姿
で
あ
る
。
超
凡
越
聖
の
生
死

を
「
真
実
人
体
」
と
す
る
の
み
で
は
な
く
、
凡
夫
の
生
死
流
転
も

「
真
実
人
体
」
の
一
面
で
あ
る
。
生
死
に
は
二
種
七
種
と
さ
ま
ざ
ま

な
生
死
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
生
死
そ
の
も
の
を
究
尽
し
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
は
皆
、「
真
実
人
体
」
の
生
死

0

0

で
あ
る
か
ら
、
少
し
も
恐
怖

す
べ
き
必
要
は
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、

　
　

い
ま
だ
生
を
す
て
ざ
れ
ど
も
、
い
ま
す
で
に
死
を
み
る
。
い
ま

だ
死
を
す
て
ざ
れ
ど
も
、
い
ま
す
で
に
生
を
み
る
。
生
は
死
を

罣
礙
す
る
に
あ
ら
ず
、
死
は
生
を
罣
礙
す
る
に
あ
ら
ず
、
生
死

と
も
に
凡
夫
の
し
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。（「
身
心
学
道
」
一
三

八
頁
）

と
い
う
。
生
が
そ
の
ま
ま
死
で
、
死
が
そ
の
ま
ま
生
で
あ
っ
て
、
生

死
は
相
対
し
て
い
る
の
で
は
な
く
生
死
一
如
で
あ
る
か
ら
、
生
は
死

を
さ
ま
た
げ
な
い
し
、
死
は
生
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
「
真
実
人
体
」
と
し
て
の
生
死
は
、
凡
夫
の
生
死
で
あ
っ
て

も
、
生0

・
死0

と
も
に
凡
夫
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
罣
礙
な
き
生
死
こ
そ
が
「
真
実
人
体
」
で

あ
り
、
身
を
も
っ
て
「
仏
道
を
学
習
す
る
」
と
こ
ろ
の
身
学
道

0

0

0

で
あ

る
。
ま
た
、『
身
心
学
道
』
の
巻
の
劈
頭
に
あ
る
南
嶽
の
「
修
証
は

な
き
に
あ
ら
ず
、
汚
染
す
る
こ
と
え
じ
」
と
い
う
「
不
汚
染
の
仏
道

世
界
」
に
お
け
る
「
身
心
学
道
」
か
ら
、
身
を
も
っ
て
学
す
「
生
死

去
来
真
実
人
体
」
に
よ
る
学
道
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
生
死
去

来
真
実
人
体
」
に
よ
る
学
道
を
、
禅
師
は
「
圜
悟
禅
師
い
は
く
」
と
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し
て
、

　
　

生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現
。

塞
太
虚
空
、
赤
心
常
片
々

（
生
も
全
機
現
な
り
、
死
も
全
機
現
な
り
。
太
虚
空
に

塞

し
、
赤
心
常
に
片
々
た
り
）。（
一
三
八
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
生
と
死
の
全
機
現
は
、
生
は
死
に
対
す
る
生
で
は

な
く
、
死
は
生
に
対
す
る
死
で
は
な
い
。
太
虚
空
に
そ
れ
ぞ
れ
充
満

し
て
、
全
虚
空
が
生
と
な
り
死
と
な
っ
て
生
死
し
て
い
る
こ
と
を

「
生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
生
・

死
の
一
念
一
念
に
お
け
る
全
機
現
が
常
に
「
太
虚
空
（
心
）」
で
あ

り
、「
真
実
人
体
」
で
あ
る
。
そ
こ
を
、
し
ず
か
に
功
夫
点
検
す
べ

き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
全
機
現
」
に
つ
い
て
禅
師
は
、『
身
心
学
道
』
の
巻
が
示

衆
さ
れ
た
同
じ
年
の
十
二
月
十
七
日
に
、『
全
機
』
の
巻
を
著
し

「
生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現
」
に
つ
い
て
示
衆
し
て
い
る
こ
と

は
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
が
「
全
機
現
」
と
し
て
の
「
学
道
」
に

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
圜
悟
禅

師
の
「
生
也
全
機
現
、
死
也
全
機
現
」
に
は
「
な
ほ
い
ま
だ
生
死
の

全
機
に
あ
ま
れ
る
こ
と
を
し
ら
ず
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
禅
師
は
、

　
　

去
来
を
参
学
す
る
に
、
去
に
生
死
あ
り
、
来
に
生
死
あ
り
、
生

に
去
来
あ
り
、
死
に
去
来
あ
り
。
去
来
は
尽
十
方
界
を
両
翼
三

翼
と
し
て
飛
去
飛
来
す
る
な
り
。
尽
十
方
界
を
三
足
五
足
と
し

て
進
歩
退
歩
す
る
な
り
。（「
身
心
学
道
」
一
三
九
頁
）

と
、「
生
死
去
来
真
実
人
体
」
の
「
生
死
去
来
」
の
去
来

0

0

を
参
学
す

る
に
、
去
来
の
去
に
も
生
死
が
あ
り
、
来
に
も
生
死
が
あ
る
。
生
死

の
生
に
も
去
来
が
あ
り
、
死
に
も
去
来
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
去
来

は
尽
十
方
界
を
両
翼
三
翼
と
し
て
円
通
自
在
に
飛
去
飛
来
し
、
尽
十

方
界
を
三
足
五
足
と
し
て
自
由
無
碍
に
進
歩
退
歩
し
て
い
る
。
こ
れ

が
「
真
実
人
体
の
学
道
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
に
お
い
て
、「
生
死
去
来
真

実
人
体
」
の
「
生
死
去
来
」
に
よ
っ
て
、「
尽
十
方
界
」
が
自
由
無

碍
に
「
飛
去
飛
来
」
し
て
「
全
機
現
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
尽
十

方
界
」
が
円
通
自
在
に
「
進
歩
退
歩
」
し
て
「
全
機
現
」
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
全
機
現
」
に
「
身
学
道
」
面
の
お
け
る
学

道
が
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
で
あ
る
か
否
か
、
真
実
の
学
道
へ
の

一
基
準
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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む 
す 

び

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、「
身
心
学
道
」
の
構
造
内
容
に
つ
い

て
大
雑
把
な
骨
組
み
を
図
に
示
せ
ば
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、「
不
汚
染
の
仏
道
世
界

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
お
け
る
「
真
実
の

0

0

0

学
道

0

0

」
と
し
て
の
「
身
心
学
道

0

0

0

0

」
は
、「
仏
道
を
学
習
す
る
に
、
し

ば
ら
く
ふ
た
つ
あ
り
。
い
は
ゆ
る
心
を
も
て
学
し
、
身
を
も
て
学
す

る
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
心0

を
も
っ
て
「
仏
道
を
学
習
す
る

0

0

0

0

0

0

0

」

「
心
学
道

0

0

0

」
の
面
と
、
身0

を
も
っ
て
「
仏
道
を
学
習
す
る

0

0

0

0

0

0

0

」「
身
学

0

0

道0

」
の
面
と
に
よ
る
「
身
心
学
道
」
が
あ
る
。「
心
学
道
」
の
心
を

も
っ
て
の
学
道
は
、「
あ
ら
ゆ
る
諸
心
の
学
道

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
よ
っ
て
「
身
心

学
道
」
の
学
道
と
な
る
。
ま
た
、「
身
学
道
」
の
身
を
も
っ
て
の
学

道
は
、「
真
実
人
体
の
学
道

0

0

0

0

0

0

0

」
に
よ
っ
て
「
身
心
学
道
」
の
学
道
と

な
る
の
で
あ
る
。
更
に
、「
身
心
学
道
」
と
し
て
の
「
心
学
道
」

は
、
一
般
に
い
わ
れ
る
「
三
界
唯
心
、
法
界
唯
心
」
と
い
っ
た
抽
象

的
な
も
の
で
は
な
く
「
山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
」
で
あ

り
、「
牆
壁
瓦
礫
こ
れ
心
な
り
。
さ
ら
に
三
界
唯
心
に
あ
ら
ず
、
法

界
唯
心
に
あ
ら
ず
、
牆
壁
瓦
礫
な
り
」（「
身
心
学
道
」
一
三
一
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、「
自
然
界
の
事
象

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
「
心
」
が
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
身
心
学
道
」
と
し
て
の
「
身
学
道
」
に

つ
い
て
も
、「
尽
十
方
界
是
箇
真
実
人
体
な
り
」
で
あ
り
、「
生
死
去

来
真
実
人
体
」
と
い
う
よ
う
に
、
真
実
の
学
道
に
お
け
る
身
体
は
、

単
な
る
身
体
を
越
え
て
「
尽
十
方
界

0

0

0

0

」・「
生
死
去
来

0

0

0

0

」
と
一
体
な
る

不染汚の仏道世界

不染汚の仏道世界

自
然
界
の
事
象

尽
十
方
界
・
生
死
去
来

（真実の学道）

（真実の学道）

心 

学 

道

（
あ
ら
ゆ
る
諸
心
の
学
道
）

仏
道
を

学
習
す
る
に

仏
道
を
学
習

す
る
に

（
真
実
人
体
の
学
道
）

身 

学 

道

身
心
学
道
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「
真
実
人
体
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
真
実
人
体
の
学

道
」
は
、
具
体
的
に
は
「
礼
拝
問
訊
す
る
す
な
は
ち
、
動
止
威
儀
な

り
。
枯
木
を
画
図
し
、
死
灰
を
磨
甎
す
。
し
ば
ら
く
の
間
断
あ
ら

ず
」（「
身
心
学
道
」（
一
三
七
頁
））
と
あ
り
、「
学
道
の
さ
だ
ま
れ

る
参
究
に
は
、
坐
禅
弁
道
す
る
な
り
」（「
坐
禅
箴
」（
二
二
九
頁
））

と
あ
る
よ
う
に
、「
礼
拝
問
訊
」
や
「
坐
禅
弁
道
」
に
お
け
る
「
威

儀
作
法
」
と
い
っ
た
仏
行
の
行
為

0

0

0

0

0

そ
の
も
の
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
心
学
道
」
の
「
山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ

れ
心
な
り
」・「
牆
壁
瓦
礫
こ
れ
心
な
り
」
の
「
心0

」
と
し
て
の
「
自0

然
界
の
事
象

0

0

0

0

0

」
で
あ
る
こ
と
と
、
一
方
、「
身
学
道
」
の
「
尽
十
方

界
是
箇
真
実
人
体
」・「
生
死
去
来
真
実
人
体
」
の
「
真
実
人
体

（
身0

）」
の
「
行
為

0

0

」
と
し
て
の
「
礼
拝
問
訊
」・「
坐
禅
弁
道
」
と

い
っ
た
仏
行
行
為

0

0

0

0

が
、
時
空
を
越
え
た
「
尽
十
方
界
」
で
あ
り
、
身

近
な
「
生
死
去
来
」
で
あ
る
こ
と
と
が
、
共
に
、「
不
汚
染
の
仏
道

0

0

0

0

0

0

世
界

0

0

」
に
円
環
的
に
参
入
し
「
真
実
の
学
道

0

0

0

0

0

」
と
し
て
の
「
身
心
学

0

0

0

道0

」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
こ
の
「
身
心
学
道
」
が
軸

と
な
っ
て
「
心
学
道
」
の
方
面
に
全
機
現
し
、「
身
学
道
」
の
方
面

に
全
機
現
す
る
。
そ
れ
が
、「
あ
ら
ゆ
る
諸
心
の
学
道
」
に
よ
り

「
自
然
界
の
事
象
」
と
な
り
、「
真
実
人
体
の
学
道
」
に
よ
り
「
尽
十

方
界
」・「
生
死
去
来
」
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
心0

・
身0

の
両
面
に

向
け
て
円
筒
的
な
広
が
り
と
な
り
、
全
法
界
を
充
満
し
て
行
く
こ
と

と
な
る
の
で
あ
る
。

注（
�
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
坐
禅
箴
」
二
二
六
頁
。（
以
下
、
水
野
弥
穂

子
校
注
・
岩
波
文
庫
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
よ
る
）。

（
�
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
坐
禅
箴
」
二
二
九
頁
。

（
�
） 

同
、
二
三
一
頁
。

（
�
） 

同
、
二
三
八
頁
。

（
�
） 

同
、
二
四
二
頁
。

（
�
） 

坐
禅
の
標
準
と
し
て
「
自
受
用
三
昧
」
の
風
光
が
『
弁
道
話
』
に

示
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「『
弁
道
話
』
に
み
る
「
自
受
用
三
昧
」
の
世

界
」（
愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
、
十
三
号
）
参
照
。

（
�
） 

「『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
に
お
け
る
「
行
持
」
考
」（『
閑
花
集
』

愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部
人
間
文
化
学
科
五
十
五
年
記
念
論
集
）
を

参
照
。

（
�
） 

『
学
道
用
心
集
』（
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
春
秋
社

刊
）
四
七
七
頁
。

（
�
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
三
）「
仏
道
」
四
〇
頁
。

（
�0
） 
『
正
法
眼
蔵
』（
二
）「
嗣
書
」
三
七
一
頁
。

（
��
） 
『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
行
持
」
三
九
二
頁
。
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（
��
） 
『
学
道
用
心
集
』（
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
春
秋
社

刊
）
四
七
六
頁
。

（
��
） 
『
学
道
用
心
集
』（
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
春
秋
社

刊
）
四
七
七
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
弁
道
話
」
三
四
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
身
心
学
道
」
一
二
七
頁
。

 

＊ 

以
下
、『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
身
心
学
道
」
の
本
文
引
用
は
水
野
弥

穂
子
校
注
の
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
。
本
文
中
に
、
頁
を
し
め
す
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
四
）「
発
菩
提
心
」
一
七
六
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
巻
五
、
三
四
五
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
巻
五
、
三
四
五
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
』「
仏
向
上
事
」。
大
久
保
道
舟
編
、
春
秋
社
刊
『
道

元
禅
師
全
集
』
四
六
九
頁
。

（
�0
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
一
）「
古
仏
心
」
二
〇
六
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
二
）「
三
界
唯
心
」
四
九
六
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
第
五
巻
、
三
三
〇
頁
。

（
��
） 

『
正
法
眼
蔵
』（
二
）「
山
水
経
」
二
〇
四
頁
。


